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田中会長    それでは、定刻となりましたので、令和４年度第２回スポーツ推

進審議会を開会します。 

 本日は、服部委員、樋田委員、佐藤委員からの欠席の御連絡をい

ただいておりますが、半数以上の出席をいただいておりますので、

会員としては成立しておりますので、進めさせていただきます。ま

た、中川委員は少し遅れているみたいですけれども、じき来られる

ところだと思います。 

 なお、新型コロナウイルス感染症の状況を鑑みまして、なるべく

短時間で済ませるようにしたいと思いますので、審議に御協力お願

いします。 

 それでは、まず最初に配付資料の確認をしたいと思いますので、

事務局のほうからお願いいたします。 

 

（資料の確認） 

 

田中会長    次に、（１）令和４年度スポーツ推進審議会スケジュールについて、

事務局のほうから御説明をお願いいたします。 

 

津田主任    資料１、令和４年度スポーツ推進審議会スケジュール（予定）を

御覧ください。前回の日程調整の結果と併せ、今後の予定の再確認

をさせていただきます。 

 前回の審議会で９月以外の日程をお知らせしました。その後、９

月開催分の日程調整をさせていただきました結果を反映しており

ます。 

 表のちょうど中間ぐらいのところに、本日、７月２６日の会があ

ります。本日は第２章について審議いただき、その後順番に、毎月

第３章、第４章と進み、１０月に計画全体について審議します。そ

こで審議会としての案を確定させ、その案でパブリックコメントを

行います。 

 なお、パブリックコメントとは市民の提言制度といいまして、市

の施策原案に対する市民の書面等による意見の表示によって行う

市民参加の方法のことです。具体的には、計画の案をホームページ

や公共施設等で示し、御意見を送っていただくものです。 

 続きまして、第６回、２月の会で計画書最終案を起こします。こ

こでは、パブリックコメントで出た御意見に対し、どう対応するか
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を審議することがメインとなるため、パブリックコメントで御意見

が出ていない箇所については、この段階では修正が難しくなります。

つまり、基本的には１０月で計画案をほぼ確定とすることを念頭に

入れておいていただくようお願いいたします。 

 最後、３月に会長から教育長に答申をいただく予定です。 

 また、今後感染症の状況を見ながら、オンラインでの開催を検討

してまいります。オンラインでの参加に御対応いただけますでしょ

うか。 

（一同頷く） 

ありがとうございます。 

スケジュールについての御説明は以上となります。 

 

田中会長    スケジュール案について、何か御質問や御意見等ありましたら、

お名前を言って発言をお願いします。よろしいでしょうか。 

 では、現在のところ、このスケジュールで進めてまいりたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、（２）第２次スポーツ推進計画の策定についてとい

うことで、事務局のほうから説明をお願いいたします。 

 

津田主任    市民アンケートについて、前々回と前回の審議に加え、メールで

も御協力いただきました。アンケート内容への御意見とともに、周

知にも御協力いただきましてありがとうございました。本日はアン

ケート結果の御報告の後、第２次計画策定に向けた課題、改定の視

点について審議いただきたいと思います。配付いたしました資料６

（小金井市スポーツ推進計画改定の視点（案）について）がそれに

当たります。先ほどスケジュールの中でもお伝えしましたが、新計

画の第２章に当たります。 

 アンケート結果を見ると、個別の施策や取組内容を取り上げたく

なりますが、個別の施策については今後の目標達成に向けた施策を

審議する回に預け、本日は総合的な視点での課題、改定の視点に時

間を割いていただけるようお願いいたします。 

 現在感染症が蔓延していることから、本日は短時間での審議をお

願いしたいと思っておりまして、個別の施策等についての質問は、

後日、メール等でいただければと思っております。本日メインとな

る、改定の視点について、過不足のある部分を皆様で議論していた
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だくよう進めていただきたいと思います。 

 では、御説明をランドブレインさんからお願いしたいと思います。 

 

ランドブレイン株式会社 資料２から資料６までを説明させていただきます。まず、

資料２のアンケート調査の結果報告をした上で、資料３から５は付

属版となりますので、省略させていただいた上で、資料６の説明に

進めていきたいと思います。 

 資料２の御説明に入りますが、お配りしている資料２は結果が載

っているものだけになっているかと思うんですけれども、簡単にそ

れを見た整理という資料（結果整理）もつけておりますので、その

２つを合わせて聞いていただければと思います。 

 それでは御説明してまいります。まず、資料２の５ページを開い

ていただければと思うんですけれども、こちらのアンケートとして

は、回答者の特徴を整理しているところが最初にありますが、問６、

健康状態というところにつきましては、年齢別に結果を整理してい

る部分でございますけれども、８０歳以上を除き、おおむね回答者

の健康に対する認識は高いところを見て取ることができます。 

 隣、６ページの体力への自信、問７につきましては、自信がある

と思っている方は、世代にかかわらず４割程度と見ることができま

す。 

 ７ページの問８、運動不足への認識というところにつきましては、

年齢別に見ますと、３０代から５０代で運動不足を感じている傾向

が強いというところを見て取ることができます。 

 続きまして８ページ、こちらが、この１年間に回答者が実施した

運動・スポーツの状況を整理したものでございまして、割合の高い

ものから、ウオーキング、ランニング、ジョギング、７４.９％、

次いで体操が４０％ということで、この２つが突出しているという

結果になっております。そのほか、順に割合の高い運動・スポーツ

としては、サイクリングなどのサイクル系、登山、キャンプなどの

アウトドア系の運動・スポーツ、室内運動器具を使ってするスポー

ツやラケットスポーツ、水泳、ゴルフといったあたりが主要なもの

として並んでいます。 

 続きまして、１１ページを御覧ください。問１０の運動・スポー

ツの実施場所を聞いたところでございまして、主な運動・スポーツ

の実施場所といたしましては、道路、公園、自宅または自宅敷地内、
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民間インドア施設、公共スポーツ施設、これらの順で全体の８割を

構成している結果となっております。 

 続きまして、１３ページを御覧ください。問１１、実施形式の問

いでございまして、こちらは個人で実施しているという回答が全体

の半数を占めております。これに会員制の民間スポーツクラブ、さ

らに家族と実施というものを加えて全体の７割を構成しておりま

す。 

 次は１６ページを御覧ください。こちらはスポーツの実施日数を

聞いている問いでございまして、週に１日以上運動している方が、

合計すると回答者の６３.２％を構成しております。こちらの週１

日以上運動・スポーツというところは、現在のスポーツ推進計画の

目標値とも関連してくる結果となっております。 

 その下に年代別の回答結果を整理しておりますが、３０代及び４

０代というところでは、その週に１日以上運動できている割合は５

割前後と少し低くなっている状況です。 

 １７ページをお願いします。こちらは問１３、現在の実施頻度へ

の満足度を聞いた問いでございますが、回答者の半数は不満を感じ

ているという状況、さらにその下、年齢別に見たところ、特に２０

代から５０代で不満の割合が高いという結果となっております。 

 少し設問を飛ばします。２０ページを御覧ください。これは問１

６、現在の継続状況、今後の意向について聞いた設問でございます。

こちらは、回答者の半数が１年以上継続的に運動・スポーツを実施

しているという、かなり前向きな回答をいただいている状況です。 

 ２１ページをお願いします。次は問１７、回答者が運動・スポー

ツをする際の理由・動機づけとなるものを聞いた設問でございまし

て、全体の結果としましては、健康・体力づくり・ダイエット・運

動不足解消、それとストレス解消・気分転換というところは、ほぼ

全ての対象者で動機・理由づけになる。次いで、友人・仲間との交

流、交友関係の拡大が７割、自己の記録や能力の向上で半数などの

結果が出ております。 

 隣、２２ページは、逆に今度は運動を実施していない方を対象に、

今運動しなかったり、できなかったりする理由を聞いたところでご

ざいます。多いものを見ていきますと、忙しい、余裕がない、面倒

くさい、疲れやすいといった回答者の事情によるところの理由と、

場所や施設がないという環境に関係する要因が、運動・スポーツを
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しない、できない理由として主に挙げられております。 

 ２３ページから、この中でも主要な理由について属性別の分析を

しておりますけれども、２３ページですと、仕事が忙しいと回答し

た方の属性を見てみますと、運動不足への認識が高い方が多いとい

うことで、忙しいから運動不足も感じているということを読み取る

ことができます。 

 隣、２４ページは、時間的に余裕がないと回答した方の属性です

けれども、年代ですと１０代から６０代で高く、特に４０代で高い

という結果、またその下に、その回答者のお子さんで一番年齢の低

い方の状態を聞いているところがございますが、年齢の低い子供が

いる方のほうが時間的に余裕がないと回答している割合が高いこ

とも見て取ることができます。 

 ２７ページをお願いします。こちらは場所や施設がないという理

由を挙げている方の属性ですけれども、年代的には２０代から５０

代で多くなっております。 

 次に、２８ページの問１９、今後新たに始めたい・体験したい運

動・スポーツといたしましては、おおむね実施状況を聞いた問９と

同様なものが回答されております。 

 こちらは３０ページでその回答の属性別の分析を行っているん

ですけれども、例えば、女性と男性によって回答割合の違いがある

ことを見て取ることができます。例えば女性ですと、体操やウオー

キング、ランニング、ジョギング、ダンスなどの割合が高いなどの

結果をこちらで見ることができます。 

 続きまして、３４ページをお願いいたします。こちらは、新型コ

ロナウイルス感染症が運動・スポーツ習慣に与えた影響を聞いてい

る設問でございますが、まず問２０、スポーツの実施やスポーツを

みる、スポーツを支えていくという部分に与えた影響については、

全体としては実施する意欲が低くなったという回答割合が高くな

っておりますが、３４ページから３５ページにかけて、前のほうで

聞いている健康状態の認識などの属性を掛け合わせると、今健康で

ないと感じている方、体力に自信がないと思っている方、運動不足

を感じている方は実施する意欲が高くなったということで、逆にこ

れをチャンスと捉えている方が多いというところを見て取ること

ができます。 

 ３６ページに問２１がございます。こちらは、このコロナ禍にお
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いて運動・スポーツをする動機づけというものを聞いたものでござ

いますが、情報の充実が理由・動機づけとなると回答した割合が高

くなっております。 

 その下のところ、問２２からは、現在小金井市で取り組んでいる

スポーツ関連事業の取組を伺っているところでございますが、まず

施設や組織の認知度について伺った問２２では、総合体育館、栗山

公園健康運動センターが認知度７割超、上水公園運動施設、小金井

市テニスコート場で４割前後の認知度となっております。 

 ３９ページではこれらの施設の利用経験を伺っておりますが、総

合体育館で約５割、栗山公園健康運動センターが３割超の回答者が

利用経験ありということなどが結果として出ております。 

 その下に施設の今後の利用意向ということで、こちらを見ると、

小金井市総合体育館は約５割ということで、利用経験からほぼ変わ

らない結果となっており、利用した方、また今利用していない方に、

一定数、利用したくないと思っている回答者がほかの施設に比べ多

いことなどを見て取ることができます。 

 ４４ページにこれらの施設を利用しやすくするためのアイデア

を聞いているところがございますが、施設全体に共通して、施設の

概要や利用状況、利用方法に対する情報発信といったものをアイデ

アとして挙げている意見が多くなっております。 

 少し飛ばしますが、５１ページをお願いします。続きましては施

設開放の取組に関する認知度、利用経験等を伺っている設問となっ

ておりますが、施設開放の取組については、小・中学校の個人開放

で約３割、その他の取組については１割程度の認知度ということで、

認知度が先ほどの施設と比べては低いという結果が出ております。 

 ５４ページで、利用経験ですとか、利用の今後の意向というもの

を聞いておりますが、認知度が低い関係もあり、こちらの割合はか

なり低い結果となっております。 

 ６０ページで利用しやすくするためのアイデアを伺っておりま

すが、こちらも全体共通して、ウェブ等を利用した予約方法ですと

か、子供のいない方でも小・中学校の施設開放が利用できるなど、

情報発信についてのアイデアが多く挙げられております。 

 次は６２ページをお願いします。今度はスポーツ事業に対する認

知度等を伺っている設問となっておりますが、施設開放の取組と同

様に、体育祭や野川駅伝大会では４割弱、スポーツフェスティバル
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で約２割、その他の取組で１割程度の認知度ということと、こちら

を世代別に見ると、３０代が一番認知度が低いというような結果が

出ております。 

 ６６ページでは、参加経験、さらに今後の参加意向というところ

も聞いておりますが、こちらも認知度の低さもあり、回答の割合は

かなり低いということになっております。 

 ７３ページにアイデアを聞いているところもございますが、こち

らもほかの取組と同様、情報発信ですとか、当日や個人の参加がし

やすくするなどの企画、参加方法の工夫に関して、アイデアが多く

挙げられております。 

 ７５ページに移っていただきまして、こちらは先ほどから多く挙

げられている情報発信、考える際に役に立つであろう今の情報収集

媒体などを聞いている結果というところがございます。 

 時間の関係もあり、恐縮ですが少し飛ばしまして、最後に８３ペ

ージ、今後力を入れてもらいたいことを聞いた質問については、い

つでも運動・スポーツのできる場の充実というところが全体の半数

の回答を得ております。 

 最後、８４ページ以降は自由回答形式で、小金井市のスポーツ振

興に対する意見・要望というものを聞いておりまして、大きなまと

まりですと、運動・スポーツの場の整備に関する意見ですとか、既

存の公共運動・スポーツ施設の運用の工夫に関する意見などが挙げ

られているところでございます。 

 簡単ではございますが、郵送形式のアンケートの報告は以上とさ

せていただきます。 

 そのほか、資料３から資料５のＷＥＢ形式のアンケート結果とい

うところも、こちらの郵送形式との比較などから、特徴を見ていた

だくとありがたいかなと思っております。 

 それでは、資料６に移りまして、改定の視点（案）についての御

説明をさせていただきます。改定の視点の検討に当たっては、上に

並べておりますが、現在のスポーツ推進計画策定後の取組と、その

後のスポーツを取り巻く環境の変化、先ほどのアンケート調査結果

の賛否を基に、改定の視点（案）というものを今回整理しておりま

す。 

 まず、現スポーツ推進計画策定後の主な取組といたしましては、

現在の計画の４つの基本目標に対応して現状を整理しておりまし
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て、基本目標１、ライフステージに応じたスポーツ活動の推進に対

しましては、子供向けにはスポーツ推進委員等による土曜スポーツ

クラブやニュースポーツ出前教室など、その他小金井クラブさんに

おきましては、そうしたものを多世代、多志向、多種目の活動に展

開、高齢者向けには体育協会さんのシニアスポーツフェスティバル

の開催など、最後に障害者につきましては、パラリンピックの開催

を契機に、ボッチャ教室の開催などを通じて、幅広くスポーツ活動

を推進していっているところでございます。 

 次に基本目標２、スポーツ・運動を通した健康づくりというとこ

ろにつきましては、ポールウオーキングイベントや健康相談等を通

じて、市民の方の健康づくりの推進というものを図っております。 

 基本目標３、スポーツ環境の充実につきましては、先ほどのアン

ケートにも載せておりました野川駅伝大会、スポーツフェスティバ

ルなど、様々なスポーツイベントを開催するとともに、公共スポー

ツ施設については改修をしたり、学校スポーツ施設の開放等、連携

により、場の充実を推進してきているところでございます。 

 最後、基本目標４、競技力向上に向けた選手育成、指導者の資質

向上というところにつきましては、市内に存在する多くのトップア

スリートを生かした走り方教室などの教室やイベントを開催して

いるところでございます。 

 隣に移りまして、スポーツを取り巻く環境の変化、こちらにつき

ましては、前回の審議会で御紹介いたしましたが、今年新たに策定

された国の第３期スポーツ基本計画及び都の計画という２つを基

に押さえていくというところで、今回説明は割愛させていただきま

す。 

 アンケート調査については、内容は先ほど御報告したものと同じ

でございまして、その中から、今回の改定の視点を考えるに当たっ

て重要だと考えるものをピックアップしているところでございま

す。 

 これらを通じた改定の視点（案）といたしまして、今回事務局で

は３点、整理をしております。 

 まず１点目でございます。基本理念・基本目標の方向性を継続す

るということで、今、４つの基本目標及びその上位にある基本理念

といたしまして、「豊かな生涯をスポーツとともに」という柱で進

めているところでございます。これらについては、現状、先ほどア
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ンケートの中ではスポーツの実施率ということで、目標にする、週

に１日以上運動・スポーツをしている方が、前回から向上し、６３.

２％、目標に間もなく届くということで、着実に進めているところ

もございます。 

 こうしたところを踏まえて引き続き継続を図っていきたいと考

えておりますが、その後の国や都の動向ですとか、新たに策定され

た市の基本構想の将来像というものを踏まえて、この大きな方向性

は継続しつつ、「市民一人ひとりの尊重」、「健康長寿」、「持続可能

性」といった新たに加えた価値観ですとか、「市に関わるさまざま

な主体の参加と協働」という推進手法といったところを、その方向

性を進めていくためのキーワードとして重視し、検討していきたい

と考えております。 

 ２点目でございます。運動・スポーツの場・機会の充実を、官民

連携・政策間連携で推進ということで、先ほどのアンケートの中で

も、運動・スポーツの場ですとか、きっかけというところの充実が

かなり求められているというふうに受け止めておりますが、それを

実現させていくためには、市だけではなく、トップアスリートです

とか、大学、企業といった官民との連携、さらに健康福祉や学校教

育といった、市の中でのほかの分野との連携、さらに周辺都市との

連携と、様々な観点からの連携を図ることで、さらなる充実を図っ

ていきたいという考えでございます。 

 最後に情報発信を強化ということで、こうした取組、場の充実を

図るだけでなく、これまでの現状の取組は認知度が低いといった課

題もあるかなと思っておりますので、場・機会の充実に併せ、情報

発信を強化して、設けた場や機会をしっかり市民に届ける、伝える

というところも図っていきたいと考えております。 

 かなり駆け足の説明になってしまい恐縮でございますが、アンケ

ート結果の報告及び改定の視点（案）の事務局案について、説明は

以上でございます。 

 

田中会長    ありがとうございました。 

 事務局の説明が終わりましたけど、何せ結果が物すごい量なのと、

大事な改定の視点というところが今日のメインですが、審議をなる

べくコンパクトにして進めてもらいたいと思いますので、特に改定

の視点というところに関しましてメインにしていただいて、３０分
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程度でまとまればいいんですけれども、そのようなことでお話を進

めてまいりたいと思います。 

 なお、アンケートに対する細かな質問等はメール等でしていただ

ければよろしいかと思います。御意見等ありましたら、挙手をして、

お名前を言っていただいて発言をお願いしたいと思います。 

 

田中会長    では、田中ですけれども、膨大な回答に対する結果の集計を、あ

りがとうございました。今の実情がよく見えてきたような気がいた

します。それに従って改定の視点というものを３つに絞っていただ

いて、今までやってきたものにこのような視点を加えるという認識

でよろしいんでしょうか。 

 

津田主任    現行計画の成果指標である週１回以上のスポーツ実施率は、計画

最終年度６５%を目標としていました。今回の調査では６３．２%で

目標には届きませんでしたが、感染症の影響を受けている中では、

一定の成果を得たと認識していることから、これまでの路線は引き

続き続けながら、新たな視点を加えて進めていくということです。 

 

田中会長    ありがとうございます。 

 何かご意見はありますか。いきなり、かなり多くの１００ページ

にわたる資料があって、なかなか目を通すことも大変だったと思い

ますけど。 

 

長谷川委員   何点か教えていただきたいんですが、今回このアンケート調査結

果を反映した形で、改定の視点というところにつないでいただいて

いるんだと思うんですけれども、反映する対象の調査結果というの

は、もう全部ＷＥＢベースのものも含まれているということなんで

しょうか。 

 

津田主任    郵送がメインとはなりますが、もちろんＷＥＢの１６歳以上、小・

中学生のアンケート結果も全部含めて考慮しながら、審議していた

だくものになります。 

 

長谷川委員   分かりました。 

 あと２つほどなんですけど、このまとめていただいた結果って、
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ざっくり言うとやっぱり小金井市としての特徴が出ているのか、他

市とかほかの地域と比べてアンケート結果の傾向とか、あと定めな

ければいけない改定の視点とかというのは、ほかの地域と比べると

特徴が出ているとか、何か小金井市ならではの課題があるかという

ことも、ちょっとお伺いできればと思います。 

 

ランドブレイン株式会社 まず、こちらのアンケートにつきましては、各市民の方

の運動とかの実施状況などを聞いた部分と、小金井市の取組に対す

る認知度などを聞いた２つの柱があったかと思います。 

 今の小金井市の取組については比較ができないところではある

んですけれども、市民の実施状況というところにつきまして、受け

止めといたしましては、ほかの市と比べて、実施状況の高い、週１

日以上の方が６３.２％のほか、現在の継続状況として、既に１年

以上継続されている方が回答者の半数であったなど、かなり実際に

やられている方が回答した中では多かったなというふうには受け

止めております。 

 それはある意味前向き、いい意味での結果は出ているかと思いま

すが、もう一方の現在の市の取組に対する認知度等を伺ったところ

につきましては、かなり認知度が低いというところがありまして、

かつ、あとは現状の実施頻度に不満だという方も半数いらっしゃい

ますので、まだまだ高めていく余地はある。 

 目標に到達していない部分もございますし、その上で、到達して

いない要因に、本当に場や機会が量的に不足している問題と、認知

度が低いというところがございますので、実際に今行われている取

組が届いていないというところは、小金井市の現状として上がって

きた結果なんじゃないかなという受け止めをしております。 

 

長谷川委員   ありがとうございます。何か自分が感じている状況とすごく一致

しているので、とてもすっきりする結果だったなと思っています。 

 最後ちょっと細かいところの確認なんですけれども、この改定の

視点で書かれている大きな大項目は、私もすごく賛同できるところ

であるんですけれども、１つ目の基本理念のところで、理念は、こ

の継続といったところだと思うんですが、米印の基本構想の将来像

で、こことの関連性を教えていただいてもいいですか。 
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ランドブレイン株式会社 こちらで御紹介しているのは小金井市の基本構想という

ことで、このスポーツ分野にかかわらず、市政全般に関わる基本構

想の将来像として掲げているものを今記載しております。 

 こちらはスポーツなど個別の分野の施策でございますので、もう

少しそれなりに深めたものにはなると思いますが、大きな理念とし

ては、その市全体の基本構想の将来像も踏まえつつ考えていくべき

なんだろう。これは新しくできたものなので、これも一部踏まえな

がら考えていこうというところで紹介させていただいているもの

でございます。 

 

長谷川委員   多分私だけ分かっていないと思うんですけど、基本構想の将来像

という、もともと小金井市として立てていたものがあって、それも

踏まえた上で、今回のこの基本理念がつくられているという考え方

になっていますか。 

 

津田主任    市の最上位計画の中に、この「いかそうみどり……」という基本

構想の将来像がありまして、その下に、今回策定するスポーツ推進

計画が位置するようになります。 

 

長谷川委員   分かりました。すごく個人的な意見なんですけど、この「つなご

う人の輪」ってすごくいいなと思うんですけど、私も小金井の仲間

とスポーツをやりたいなというところなんです。 

 やっぱり個人的にもスポーツをやっているんですけれど、どうし

ても外に行かざるを得ない状況で、仲間も外に行っちゃっていると

いうところから、せっかくの小金井の中でのコミュニティーが維持

できていないところが個人的にはすごく課題だと思っているので、

ここの「つなごう人の輪」はすごく賛同したいですし、その中で、

それに連動する形で何か、上の基本理念のところも反映されるとい

いかなというのはちょっと思いました。 

 

野川委員    こちらの報告書等、御苦労さまでした。ほとんど単純集計ですね。

単純集計で年齢を説明変数にしたり、あるいは居住地にしています

が、本来であれば、スポーツ推進計画ですから、小金井市の中で地

域を２つとか３つの区分に分けて、地域ごとに誰がいて、どういう

スポーツニーズがあるかがわかるような説明変数の再設定が必要
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と思います。 

 それはなぜかというと、改定の視点に書いてあるのは、別に運

動・スポーツでなくても全部当てはまっちゃうんですよね。だから

健康長寿をしようとか、子供たちをもっと元気にさせようとか、あ

るいは高齢者で云々だとかという、目的あるいは目標として立てて、

小金井市の中を例えば４区分にして、区分ごとにどんなスポーツ施

設があって、どういう資源でどんなことができて、あるいは何が足

りないのか等が、このアンケートからもう一回見いだせると思うん

です。 

 そういう意味で説明変数の再設定というのは必要と思います。特

に小金井市の特徴というものが地域毎に出せるのであれば、それは

出しておいたほうが良いと思います。そうしないと総花的な話にな

ってしまう危惧があります。せっかくこれだけのいろんなデータも

取って、特に小学生のデータがたくさんあるので、この辺のものを

上手にブレンドされたら、よその市区町村ではないような面白いも

のが出てくると思います。 

  

ランドブレイン株式会社 今の野川委員の御意見としては、まずはアンケートの分

析の仕方といたしましては、特にエリア別、今は町丁目に聞いてい

ますけれども、もう少し特徴を分かりやすくする意味ではまとめた

分析をするということで、今はかなり総花的な整理になっていると

ころが深まるのではないか、さらにその先に、子供なり高齢者をタ

ーゲットといったところの具体化が図られるのではないかという

御指摘だったかと受け止めました。 

 これについてはぜひ深めて、もう少し先といいますか、施策まで

も見据えたところになってくると思いますけれども、次回以降、深

めた分析も加えて御審議いただければと思います。ありがとうござ

います。 

 もう一点補足をさせていただきますと、市内のエリア区分という

ものはかなり難しいところがあるのかなと思っておりまして、私も

幾つか町をまとめたエリアを考えてみたんですけれども、この小金

井市って、どうまとめると皆さんの暮らし方の圏域としてイメージ

しやすいのかなというところは、幾つかほかの計画でも地域を３つ

ぐらいに設定したりとかというのも見ているんですけれども、幾つ

かあって、区分の仕方で、なじみがあるとか、実感に近いというも
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のがあれば、伺えるとありがたいかなとも思っております。 

 

野川委員    その区分のほうは、小金井市が出すべきであって、我々が勝手に

こことここでこうしようよということを決めてはいけないと思い

ます。これは当然小金井市のほうできちっとした案を出されたほう

がいいと思います。そうしないと、具体的に市の計画が多分できな

いと思うんです。 

  

中島課長    野川委員の御指摘につきましては、我々のほうで検討させていた

だいて、お示しさせていただきたいたいと思います。 

 

野川委員    よろしくお願いします。 

 

田中会長    すごいデータがいっぱいあるので、その扱い方をどうするかとい

うのはすごく大切だとは思うんですけれども、これだけの資料をず

っとやって、もう一つ違う何かができそうなぐらいいろんなデータ

が入っていると思うんです。 

 それで先ほどちょっと地域という話が出た。それは、例えば体育

館を使っている地域別のパーセンテージみたいのがありましたよ

ね。要するに簡単に言えば、坂下の人は崖の上には来ない。昔で言

えば、中央線を挟んで北と南で分断されていると。それが多分今も

まだちょっとあると思うんです。しかも小金井体育館は、向こうの

端と言ったら怒られちゃうけど、あるわけですよね。で、よく言う

んですけど、坂下のほうには何もないんですよね。何もないと言っ

て、また坂下の人に怒られちゃう。 

 そういうことはある程度出てきていて、そういうところの視点も

含めてやってもらえれば皆さんも納得できるんだけど、じゃ、その

施策としてどうしたらいいのかというのは、意見がいっぱい出てい

ますよね。ここにバスを走らせろとか、いろんなのがあると思うん

ですけれども、そういうものも上手に入れてもらえばいいかなと思

います。結果、やっぱり施設の不足というのが一番出てきますよね。 

 それから２つ目は、やっぱり情報がちゃんと市民に伝わっていな

い。その中の一つとして、体育協会であるとか、黄金井倶楽部が存

在しているんだけど、それを知っている人は１割とか。運動してい

る人がほぼ回答していると思うんですけど、そういう人たちでさえ
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１割ぐらいしか知らないことになっているので、やっぱりどういう

ふうに上手に情報を発信しながらするかというのと、３０代、４０

代、５０代の働き盛りが運動不足で、時間がなくて、忙しくて、で

きないんですよ。既存のスポーツではちょっとできないから、この

アンケートで見ると、家族とちょっとしたことをやりたいんだけど、

そういうイベントはありますかというのが。 

 何かそうすると３つぐらいの視点があると思うんですよね。やっ

ぱりそれを上手に説明していただいてやっていただけると、非常に

よろしいんじゃないかなと感じました。コメントです。 

  

中島課長    田中会長、ありがとうございます。今の御意見を参考にしまして、

今後の計画も、原案のほうは策定してまいりたいと思います。 

 

田中会長    ほか何かございませんか。 

 檀原先生、何か学校教育のほうから御意見ありませんか。 

 

檀原委員    資料のほうありがとうございました。本当にこれだけ緻密に丁寧

に作成してくださって、興味深いなと思って。ただ短時間だと全部

把握することができないので、把握できない中で、今目に止まった

ところを見ていて、確かにそうだなと思ったところは、やはりすご

くスポーツとか運動する受皿としては、これだけのものが小金井に

もあって。 

 ただびっくりしたのはやっぱり知らなかったというものがあり

ましたよね。特に身近なそういう地域で行っている学校の施設開放

などは、結構このアンケートに答えている方は、運動とかスポーツ

に非常に興味がある方が多い中でのアンケート結果にもかかわら

ず、知らなかったというのが多数を占めている項目がたくさんある。 

 そうすると、この基本方針にも出ている、３つ目の情報発信の強

化。情報発信だったり、市のいわゆる市役所関係のホームページの

中でもウェブデザインなんかを工夫して、ここに入るとニーズに応

じた、小金井市で運動・スポーツができるところがすぐに分かると

か。 

 今２４時間のフィットネスがどんどん増えていますよね。やっぱ

りお金はかかりますけど、どこでもいつでも行けば、自分の好きな

時間に、好みの運動、体力づくりができるというところでどんどん
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増えているんでしょうけれども、当然２４時間なんていうことはで

きるわけじゃないんですが、何かニーズに応じたものを選んだり、

わくわく感が出るようなウェブページができると、今の既存のもの

もどんどん生かすことができるのかななんて思いました。 

 あと、施設がかなり汚いというのがありましたよね。プールなど

にしても。体育館も多くの体育館はラインがほとんど消えているん

です。何とかしてほしいんですけれども。ラインが消えているとも

うスポーツを行うのも難しい状況です。バドミントンのラインにし

てもバスケットのラインにしても、もうすべすべで消えちゃってい

るんですよ。 

 学校で言ってもなかなかそういうのは予算化されなくて、こうい

った社会体育的なところからも、バドミントンにしろ、卓球は台で

すけれども、ミニバスのラインとかコート、バレーボールのライン

にしても、そういったものを整えることによって、もっとスポーツ

をやりたい意欲も高まるのかなと。そんな情報発信というところを

ぜひ大事にしていただきたいなと。 

  

田中会長    貴重な御意見だと思います。ラインがない、ラインが消えかかっ

ているって、ちょっと大変ですね。 

 

檀原委員    ぜひ１回見てもらえるといいんですが。そこにテープを貼っちゃ

うので。テープを貼るとまたそれが擦れて、切れて、下ののりが残

って汚れていくという悪循環になるんです。何かきれいな映像が出

て宣伝したら、施設開放にもっと行きたくなることもあると思いま

す。 

 

田中会長    何かそのほか。どうぞ。 

 

本橋委員    資料をいっぱい見せていただきましてありがとうございます。こ

れは割と何人かの人数で参加するスポーツを前提にしているとい

うのがあるんですけれども、できれば１人で参加することができる、

そういう場所のきっかけをつくっていただけるとよいと思います。

テニスをやっているものですから、個人的にいらっしゃる方が結構

多いんですけど、やっぱりなかなかホームページを見ても分からな

いし、市に言っても分からないし、体育協会に言っても分からない
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ので、どこに言ったらいいんだろうというのは、個人的に連絡を取

るのは周りから。だから個人でも入れるサークルはいっぱいあるの

で、そういう情報も流していただけるといいのかなと思いました。 

 それでさっきの体育館のラインというのは、学校側で引くんじゃ

ないのでしょうか。 

 

檀原委員    体育館を作ったときに引いてあるラインがあるんですが、その表

面のワックスも多分もう剝がれてしまって、どんどん擦れていった

ために、もう消えかけているラインがいっぱいあるんです。 

 

本橋委員    私も一中講堂の体育館をより使うんですけど、ラインが本当にな

くて、パドルテニスをやるんですが、変に引くと怒られちゃうので。 

 

檀原委員    そうですね。 

 

本橋委員    でもけがしているし。けがしない人たちでも、スポーツは一応切

ってあるところでやりたいので、なかなかこれってどこで引くんだ

ろうなと。学校かなと思っていたんですけど。違うんですね。 

 

檀原委員    分からないな。 

 

本橋委員    すみません、ちょっと気になったものですから。 

 

野川委員    野川ですけどよろしいですか。 

 

田中会長    どうぞ。 

 

野川委員    こちらの資料２の１１ページと１２ページですけれども、市内の

施設と、それから市外で分けてみたらいかがでしょうか。市内の施

設は誰がどのぐらい使っているのかということが分かったほうが

いいと思うので、その辺はきちんと分けたほうが良いと思うんです

よね。 

 これは社会教育の範疇になるのかもしれませんが、今の学校、あ

るいは公共施設のメンテナンスがどの程度きちんと行われるかと

いうのは、個別に調べたほうがいいかもしれませんね。安全性の確
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保という面で、学校体育施設も、それから公共施設も、築３５年以

上たっているのが大体７割というふうに言われていますので、この

辺のところをちゃんと調べておきながら計画を練ることも必要と

思います。 

 

長谷川委員   野川さんの話もちょっとお伺いしていて、さっき他市との比較と

いうお話を聞いたんですけど、今日って改定の視点がある程度この

議論で方向性が固まる感じなんですか。 

 

津田主任    はい。 

 

長谷川委員   そうすると、先ほどおっしゃった小金井市の特徴というところは

すごく賛同するところで、やっぱりこの運動施設の充実とか情報発

信の強化と言われると、確かにそうだよねという話で、今は小金井

市の課題に対して足りないところを補うための目標にしかなって

いなくて、確かにおっしゃられるとおり、そこに小金井市だからこ

そできることみたいなところが特徴として加わると、少し面白い取

組として、何かモチベーションもある中でできるのかなというのは

ちょっと感じました。 

 個人的にはやっぱり大学もいっぱいあるので、大学との連携なん

かはすごく、小金井市だからできることなのかなと思いましたし、

あと、コミュニティーがすごく小金井はあるので、その辺もうまく

活用してというところ。 

 あと、もう一つちょっと、これはすごく大きなチャレンジになる

と思うんですけれども、このスポーツを取り巻く環境の変化にもあ

るスポーツ界におけるＤＸの推進です。ここはちょっと私も仕事柄

進められるといいなと思うところで、今ってデータの分析の仕方と

いったところもコメントがありましたけれども、やっぱりどうやっ

てデータを集めるか、そのデータをどういうふうに多角的に分析す

るかみたいなところもすごく重要になってくると思うんです。 

 今いただいたこのアンケート結果の視点で、確かにこういうふう

に見ているんですけれども、ちょっと違う角度から見てみたいなと

いう気持ちもあって、そのためにはやっぱり集め方から変えていか

ないとできないところがあるので、そこでＤＸ推進とうまくつなげ

ていただいて、データの収集の取り方のところも、ウェブから情報
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発信ももちろんやっていくんですけれども、市民からどうやって声

を集めていくかとかデータを集めていくかというところもデジタ

ル化できると、何かやれることが広がるのかなと思いました。。 

 

田中会長    今細かい施策のことについてもちょっと話がありましたけど、今

回は大きな枠組みの中でやって、落とし込みを今後どうしていくか

という理解でよろしいんですよね。ですから大学との連携であると

かいろんな。学校もそうですけど。 

 前もちょっと打合せのときに話したんですけれども、小・中は小

金井市の手の内にありますよねという話。でも高・大は違う施設な

ので、施設の管理が違うので、大学と何かするといったら、それは

ハードルが高いですよね。やっぱりそのハードルを越えるには、市

長であるとか、学長であるとか、そういうところと、一応一緒にや

りましょうみたいなところがあって、それが下に落ちてくる。でも

小・中は小金井市立ですから、その施設を使うとか、そういうこと

は可能じゃないかという話はしたんです。 

 ただ、そうは言ってもやっぱり小・中は小・中の壁があってなか

なか大変だけど、両方から攻めていかなくては。両方というのは、

小・中もやりながら高・大もやりながらみたいにして、やっぱり少

ない施設を有効活用するという方法が、小金井市の施設拡大の一つ

の方法じゃないかなというふうには思っているんですけど、そうい

うものは大型の施設によってやっていったらいいかなと思います。 

 あと、申し訳ないんですが、スポーツ界におけるＤＸの推進。Ｄ

Ｘというのは何ですか。 

 

長谷川委員   デジタルトランスフォーメーション。 

 

田中会長    ＤＸと言われてもほとんどの人が分からないから。要するに、デ

ジタル化したものを何かするということですね、今ふうに。分かり

ました。 

 

長谷川委員   いや、もう本当にこれだけの厚い紙を減らす。タブレットででき

るところも。 

 

田中会長    自分のパソコンを持ってこようかと思いましたけど。 
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長谷川委員   すごくこれは大変だっただろうなと思いますし、あと、録画を取

られて議事録を丁寧にめくっていただくというところも、あれはも

う市のやり方としてしようがないのかもしれないんですけれども、

ちょっとデジタルをやっている人間からすると、もう少し何とかな

らないのかなと思うところとか、その辺も何かお手伝いできればと

思います。 

 あと、大学のお話があったんですけれども、私個人的には、もち

ろん小金井市が大学の設備を使わせてもらうという考え方もある

んですが、どっちかというとソフトの部分で、大学生の手を借りる

みたいな連携ができるのも、小金井市だとできないかなというとこ

ろで、それこそこのＤＸだったり、ウェブ化して情報発信のところ

とかって、学生さんで学ばれていて、その辺のリソースを借りて、

地域貢献のところに学生の力を借りるみたいなところも、小金井市

だからできることかなと思ったところは。 

 それをどういうふうにお願いできてとかというところは全然ア

イデアはないんですけれども、ジャストアイデアとか。借りるだけ

じゃなくて、何かウィン・ウィンで、学生が小金井市のために貢献

できる場をこちら側からも提供してみたらとかというのも、一つの

進め方かなと思いました。 

 

田中会長    それはいいですよね。 

 情報工学科もありますし。いろんな学生さんがいるから、そうい

うのをやってみたいとか、あるいはまちの中を、グーグルマップじ

ゃないですけど撮って、それをどこかウェブに載せたいとか。卒論

研究でもいいと思うんですけど、それをそこに置くとかというのも

可能だと思うんです。今までそういう接点もあの中でないですかね。

そういう発想も必要かなと思います。確かにハードだけじゃなくて、

そういうソフト面でつながりができるとよろしいかと。 

 

長谷川委員   若い学生さんのほうはリアルでやって、情報発信の仕方も、じゃ、

ＴｉｋＴｏｋを使おうかみたいな話に多分なったりとかすると思

うんですけれども。その辺は我々の年代よりもアイデアをもらえた

ほうが、何か面白さが出せるのかなと。 
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田中会長    そのほか何かございますでしょうか。 

 

中川委員    会合では１つは必ず発言したいなと心がけたいと思っているんで

すが、今日のデータの中で、自分自身体育協会にいて、今オリンピ

ックが終わって、今度はサッカーで、あと４か月だと言っている割

には、何、こんなに認知されていないのというのは。体育協会がス

ポーツ協会になるとかいうのはもう何年もやっているんですけど、

小金井市に体育協会があるのを御存じの方はこれだけなのという

のは、本当にちょっとつらいなと。 

 考えてみれば、市民の数からいったら、体育協会の加盟団体に所

属している方が通常１万人弱で、１万人超えて、早く半分の土台に

しようよというふうにやっている割には、現実的に資金源の問題だ

何だといったときに、加盟団体、加盟メンバーが少なくなっている

のが現状だったので。 

 いろいろ先ほど来皆さんの御意見で、いろいろ施策としては、市

が提示するべきとかいうことですけど、自分の現実的には、ちょっ

と横道にそれますけれど、おととい初めて、５９歳以上ですと、ま

た違ったスタイルでのソフトボールということでは、自分も６０を

超えてからチャレンジしていて、結論としては、初めて優勝して、

９月１７、１８で茨城県の常陸太田市のほうで出ていくわけですけ

れど、これを絶対ＰＲするぞといったときに、何だよ、知らないの

ねなんて言って、じいちゃんの空喜びになっちゃうの。 

 だけど、自分自身は小学生のチームも育て、中学生を高校生をと

いうことをやって、みんな頑張れと言っている割にはじいちゃんも

頑張ってるんだぞというのを見せるところでは、過去何回か全国大

会に行って、自慢話はするけど、実際現地に行くと、このプレーは

ちょっと家族には、じいちゃん頑張ってきたぞと言った割には見せ

られないなというのもあるんですけれど。 

 そういう意味で、自分は先ほど来御意見の中で、いろいろな競技

も見せる。どこに行ったらいいのというより、やっぱりいろんな施

設があるとなると、どの競技はいつどこでやっているというこの定

期開催。その競技はここでやっているよというと、何か見たいとき

にすぐ行けるとか、取上げであったけれど、やってみたいといった

ときに、今ですといろんな施設でもインターネットで借りるのはあ

れですから、違う競技になっちゃっているということになると半減
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してしまうということで、施設の中で活用度合いをどうするとか、

先ほど来言っている固定化した形で活動できるという要望があれ

ば、少しずつＰＲ。 

 以前は例えばグラウンドでも、総合体育館に月初めに集まって、

いろいろ利用したい方たちで相談しながら、じゃ、土曜日のここは

こうしようとか、何か言うと、大体固定化していますから、何かあ

ったときにＰＲするときは、土曜日の１時～３時はここで必ずやっ

ていますよというふうになると、違ってくる。 

 そういう意味では、小学生の野球だとかサッカーは、各９校のう

ち８校が決まっているような感じで割り振りされているんだと思

うんですけれど、そういう形で、いつやってみたいと。お兄ちゃん

がやっていれば、妹、弟がやってみたいとかいうところでいける。

そういう何かシステム的に継続できるというところを自分は、携わ

ってからずっと思っているところなんです。 

 残り僅かな人生、もうちょっと頑張ってみようかなというところ

では、そういうところで活動、または御意見を述べさせていただけ

たらと思います。よろしくお願いしたいと思います。 

  

田中会長    そのほか何かありますか。 

 先ほど議論を短めにと言いましたけど、よろしいでしょうか。 

 今までの意見を踏まえた上で、この改定の視点というところは、

私は変わらないと思うんですけれども、この辺を上手にまとめてい

ただいて、次回に提案していただければと思います。 

 

檀原委員    １点だけ最後に。 

 

田中会長    はい。どうぞ。 

 

檀原委員    先ほどもちょっと触れたんですけれども、いろいろアンケート結

果の自由記述の中にもあるのは、やっぱりきれいな施設とか、そう

いったことがいっぱいあると思うんです。使いやすいきれいな施設。 

 使う方が、例えば場合によってはシャワーを浴びて帰れそうなも

のがあったりとか、数は少なくても衛生的にそれができるものがあ

るということも大事かなと思いますし、そもそもさっきも言ったラ

インがないとか、汚れているとかというところも、今ある既存の施
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設を、それほどお金をかけなくても改善することで、人が来たくな

るということも出ていると思うので、そういったところを、意見も

たくさんありましたけれども、ウェブページなどでも宣伝して、こ

んなところでスポーツができますよということを紹介するだけで

も、かなり改善されるのかなと思いましたので、この基本政策の中

に、既存の施設の改修とか、リニューアルですか、リフォームじゃ

ないですけど、限られた予算の中でもそれはできるといいなと思い

ました。 

 

梅原部長    ありがとうございます。 

 

長谷川委員   ごめんなさい、私も最後にちょっと１つだけ。今日来られていな

いんですけど、佐藤さんと個人的に終わりしなに、学生なのにこう

いうところに参加されて熱心ですねみたいな話をしたときに、佐藤

さんの思いとしては、障害者向けのスポーツのところを、何か自分

ができることがあれば協力したいということをおっしゃっていた

んです。 

 今回そこが含まれていないところが少し残念だったなと思うの

と、せっかく学生さんなのにそういうところで頑張ってこられてい

るので、ちょっと代弁じゃないですけれども、そういった方の力も

借りつつ、何かそういう障害者向けのところなんかも取組として実

施できるといいのかなと思いました。 

 

梅原部長    今たくさん御意見いただきましたので、計画への反映というとこ

ろについて検討させていただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

 

津田主任   今の長谷川委員からいただきました、障害者向けスポーツというと

ころなんですけれども、資料６の改定の視点（案）の基本理念・基

本目標の方向性の３行目の「市民一人ひとりの尊重」というところ

で、障害者の方についてフォローしているという認識でおります。 

 

長谷川委員   はい。分かりました。 

 

田中会長    よろしいでしょうか。ではよろしくお願いします。 
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 それでは続きまして、次はその他になりますけれども、事務局の

ほうから、その他何かありましたらお願いいたします。 

 

田中会長    どうぞ。 

 

中島課長    では私から、運動部活動の地域移行について御説明をさせていた

だきたいと思います。資料７を御覧ください。 

 こちらについては、もう御存じの方もいらっしゃるかもしれませ

んが、改めて御説明させていただきます。こちらは令和４年６月６

日に、スポーツ庁が所管します運動部活動の地域移行に関する検討

会議から提言された概要になります。 

 まず運動部活動の課題ですが、近年少子化の進行により中学生の

減少が加速化するなど、持続可能性という面で、その厳しさが増し

ているというふうに言われております。第２次ベビーブーム世代が

中学生であった昭和６１年が約５８９万人と最多で、令和３年には

約２９６万人と、おおむね半減しております。出生数で申し上げま

すと、令和３年では約８４万人となっております。 

 このような社会情勢の変化を踏まえますと、部員が集まらないこ

とにより、大会への出場ができない、また日頃の練習すらままなら

ない状況になったり、生徒数や教員数の関係から、部活動を維持す

るだけでも精いっぱいであったり、廃部になることも想定されます。 

 そうした状況は、生徒の多様な志向や体力等に応じた活動が難し

くなることにつながりまして、運動部活動の教育的意義であります

生徒のスポーツに親しむ機会の確保や、自主的・主体的な参加によ

る活動を通じての責任感・連帯感の涵養、自主性の育成等が失われ

ることになります。 

 真ん中、そこで目指す姿としましては、国の第３期スポーツ基本

計画に、スポーツは、様々な形での自発的な参画を通して、楽しさ

や喜びを感じることに本質を持つ文化であり、全ての人が自発的に

スポーツに取り組んで自己実現を図り、スポーツの力で輝くことに

より、前向きで活力ある社会と、絆の強い社会をつくることを目指

すべきとされております。その際、運動部活動の教育的意義につい

ても、地域単位の活動において、継承・発展させていくことが求め

られております。 

 その下、運動部活動の改革の方向性についてですが、まずは休日
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の運動部活動から段階的に地域移行していくことを基本として、改

革集中期間としまして、令和５年度から令和７年度までをめどに進

めることとしております。その後、平日の運動部活動の地域移行に

つきましては、できるところから取り組むことが考えられ、休日の

地域移行の進捗状況等を検証しながら進めることとなります。 

 運動部活動の課題は、最後のところに書いておりますけれども、

種々ございます。こちらに関して関係部署や学校と連携し、中学校

の運動部活動を取り巻く現状と、資料に記載のある課題等を整理し

つつ、地域における新たなスポーツ環境の在り方や、その構築方法

などを検討する必要があると考えておりますので、今後も関係団体

等と密に話を進めてまいりたいと思っております。 

 当審議会におかれましては、今後も適宜報告をさせていただきま

すので、全体を俯瞰していただき、御意見を頂戴できればと考えて

おります。どうぞよろしくお願いします。 

 説明は以上になります。 

 

田中会長    ありがとうございました。何か御質問等ありましたらお願いしま

す。 

 テレビなんかでも最近この問題が出ていまして、要するに、先生

方も土日、祝日のクラブ活動をやるのも大変だし、それを民間に移

行するというか、誰かにお願いする格好になるということですよね。 

 それの予算とか人的なソースというのはどのように考えている

んでしょうか。言葉では理解できるんですけど、いろんなクラブが

あって、いろんな人が。そう簡単に学校のクラブ活動に入れるのか

なという気がするんです。分かる範囲というか、例えば小金井市は

こんなことを考えているというのがありましたら、ちょっと教えて

いただければと思うんですけど。 

 

中島課長    今、部活は教員の方以外にも、部活動指導員や外部指導員という

方を雇ったりお願いしたりしまして、そういった状態で教員の働き

をフォローしている部分がございます。そちらに関しましては、今

既にそういった方々に一部をお願いしているところなんですけれ

ども、今後充実を図っていきながらというのも一つの案としては考

えておりますし、財政の話になりますと、先行してこういった地域

移行を進めている自治体においても、やはり財政に関してはちょっ
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と課題があるというふうに聞いております。 

 そこに関しましては、こういった提言を踏まえ、また今年度、こ

ちらのスポーツ推進計画を新たにつくっていただくための個別の

施策としても、こちらも念頭に置いてご審議いただければなという

ふうに思っております。どうぞよろしくお願いします。 

 

田中会長    １つだけ気になっているのは、教育現場に外部の指導員が来ると

いうことに対して、その指導員の質というか、それはどのようにし

て保証するのかなというのが一番心配しているところです。ただ上

手だから、やっていたから、それで入っちゃうと、いろんな障害と

いうか、生徒との圧力であるとかそういうのが、教育の場だからち

ょっと気になるんですよね。実際に今やられているとしたら、どう

いうふうにしてその方を依頼しているんですか。 

 

梅原部長    この地域への部活の移行、これは先進市といいますか、今先行し

て進めているところの例なんかを見ますと、やはり一定の指導され

る方の質といいますか、そこも考えなければいけないということで、

資格のような形をつくって、認定した上でやっているというような

ところもございますので、まだ本市としては何も決まっておりませ

んので、その辺もよく研究しながら進めてまいりたいというふうに

思っております。 

 

田中会長    分かりました。 

 

長谷川委員   長谷川ですけど、この部活動の地域移行は、どこがドライブする

というか、ここで決めるんですか。結構これは優先度が高い話です

よね。期日的というか、もう差し迫った話で、今おっしゃられたよ

うな課題もやっぱりいろいろ考えると出てきますし、その中で、今

このスポーツ推進のテーマとか計画を進めるスケジュールという

のは、令和５年に向けて、令和４年の最終月に決まるような計画で

進んでいると思うんですけれども、ここには融合させないんですか。 

 

中島課長    計画の中の個別の施策としてはやっていっていただきたいという

ふうには考えております。令和５年度から段階的に、まず休日から

ということで始めますので、そういった流れは計画の中に同じよう
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に入れていっていただけるとありがたいというふうには考えてお

ります。 

 検討する主体ですけれども、まずは我々と、またやはり学校の状

況もございますので、学校を管轄しております学校教育部とも連携

しまして、課題を整理して、前に進めておきたいと思っております。

それについて前に進めるに当たりましては、やはりいろんな関係団

体や、もちろんこちらの審議会の皆さんにも報告をしながら進めて

いきたいなというふうに考えております。 

 

梅原部長    令和５年度に向けてこちらも検討を始めたところになりますので、

このスポーツ推進計画にどれぐらいの記述で載せられるかという

ことについてもちょっと検討しながら、案として見ていただきたい

と思っておりますので、そのところでまた御意見いただければとい

うふうに思います。 

 

長谷川委員   ありがとうございます。課題は大きいと思うんですけど、逆にチ

ャンスな部分というのもあると思うんです。スポーツ推進の計画を

進める中で、さっき個人的に言った大学生の連携みたいなのも、一

つのソリューションになるのかもしれないしみたいなところなの

で、融合できる話というのはたくさんあるんじゃないかなと思った

ときに、この計画案もどこかで見直しを一部かけてもいいのかもし

れないですし、うまくこの部活の地域移行のところと絡められる話

なんかもあるかなと思ったので、そこは何かぜひ前向きに取り組め

ればいいなと思いました。 

 

田中会長    よろしいでしょうか。ありがとうございました。 

 それではその他なんですけれども、木藤委員が小金井市からほか

のところへお引っ越しされるということで、この審議会を退任され

ることを御連絡いただきました。木藤委員のほうから一言御挨拶を。 

 

木藤委員    すみません。７月１９日に主人の辞令が出まして、地元の愛媛県

のほうに急に引っ越すことになりました。子供も生まれてからほと

んどこちらで過ごしているのですごく残念がっているんです。それ

もあってちょっとこちらの委員も引き受けて、もっとよくなってい

けばいいかなと思ったんですけれども、任期の最後まで一緒に活動
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することができなくて申し訳ないんですが、これからもっとよくな

って、特に子供が活動しやすくなるように。 

 今日集めていただいたアンケートでも、やっぱり子供が遊んでい

て怒られるというのが結構あるので。グラウンドで遊んでいてもう

るさいと苦情が入ったりだとかいろいろ。私は子供からとか、子供

を持たれている世代からの意見を結構聞くことが多いので、その辺

りをやっぱり解消して、もっと子供たちが。多分今小さい子たちが

どんどんこれからスポーツを盛んに行っていくと思うので、引っ張

っていくと思うので、その辺りが大分改善されるとうれしいなと思

っています。 

 短い間でしたけれどもありがとうございました。 

 

田中会長    お子様を育てている視点から御意見いただきましてありがとうご

ざいました。 

 それではそのほか、他の委員から何かございますでしょうか。よ

ろしいでしょうか。 

 それでは、本日の議事は全て終了いたしましたので、これをもち

まして、第２回のスポーツ推進審議会を終了したいと思います。 

 本日はどうもお疲れさまでした。ありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


